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たすけあいアンケートより3月のお支払い状況

お支払い金額

3,760,000円

病気入院 14件
病気手術 6件
事故入院 4件
事故通院 14件
事故手術 3件
親扶養者死亡 3件
こころの早期対応保障 5件

　　総計  49件

アルバイト中の事
故

「バイト中にグラ
スが割れて手を切

った。ケガが

治るまでバイト
ができなかった

。お風呂や食器

洗いが大変だった
」

（アルバイト中の
事故：通院4日　

共済金8,000円）

日常生活中の事故

「自宅のアパート
の階段を降りてい

る最中に足を

滑らせ階段から
落ちた。ケガをし

てから 2 週間

くらい痛みで寝
ることができな

かった。意外と

簡単に書類を書
けることにきづ

いた。階段は

ゆっくり降りまし
ょう」

（日常生活中の事
故：通院 1日　共

済金 2,000 円）
　総代会は弘前大学生協の組合員である皆さんの生活にかかわる重要な会で
す。生協の意思決定のための最高議決機関となっています。この会では過去
一年間の生協の活動報告と決算、新しい年度の活動方針と事業予算の承認の
ほか、生協の運営に責任を持つ役員の選出を行います。

　新入生がわかりやすい内容にし、正確な情報を伝えることを心がけ
ました。新入生が学生委員にわからない点を質問している姿を見て、
新入生の不安を解決できたため、会の目的は達成できたと思います。
　より新入生が安心して授業をスタートできるような会になるよう引
継ぎしていきます。

生協学生委員会　農学生命科学部3年　志田大樹

　2025年度活動報告書・事業報告及び決算関係書類等承認と2026年度活動方
針及び事業予算決定他について審議します。
　（写真は昨年の総代会の様子です）
　総代会で審議していただく議案の概略、活動報告は「総代会ダイジェスト」とし
てホームページに掲載しています。総代会前にご確認ください。

　昨年度に引き続き1000人弱の新入生に参加していただき、全日程を通して終始和や
かな雰囲気でした。どの班を見ても新入生同士やGL（グループリーダー）とも会話が弾
んでおり、お互いが会を通じて仲を深めようとする様子は運営側として大変嬉しいことで
した。
　また、アンケートから沢山の高評価をいただき、来年度も新入生に向けてこの会を行う
意義があると感じました。
　　　　　　　　　生協学生委員会　理工学部3年　鈴木陵太

編集後記
　数年ぶりに弘前公園で夜桜を楽しんできました。出店が21：00まで、ライト
アップは22：00までで到着したのは21：00少し前。「花より団子」寄りの私
はちょっと残念な気持ちもありましたが人が多くなく桜を楽しみながら歩いたり
写真を撮ったりするにはちょうどよかったです。やっぱりここの桜は見応えが
あってきれいだな、と感じました。今年は開花が早かったですね。新入生もゆっ
くり楽しめるように4月末位の開花でお願いしたいところです。（SHIMO）

＊G1200コース加入者のお支払い件数を掲載しています。

教 科 書 購 入 等 説 明 会教 科 書 購 入 等 説 明 会
開催日：４月９日（木）　 参加人数：1325名　 場所：総合教育棟　 ※時間、場所は学部・学科によって異なります。

　弘前大学生協は「福利厚生業務」「教育支援業務」「研究支援業務」「その他大学業務」について弘前大学と業務委託契約をしています。
新入生サポートセンターでの「住まい探し」「学生食堂」「教科書、教材販売」「新生活の準備」等のサポートもこれらの業務委託に含ま
れるとして弘前大学生協が行っています。

目的

1. 教科書購入について正しく理解してもらい、新入生が抱える不安を解消し、安心して充実した大学生活を送れるように手助
けする。

2. 生協や共済の活動に積極的に参加してもらうきっかけをつくるための情報を提供する。
3. 学生委員会や新入生サポートセンターに興味を持ってもらう機会にする。

開催日時：4月1日（水）・2日（木）・3日（金）・4日（土）・6日（月）・7日（火）・8日（水）　17：30～20：30　
場　　所：大学会館3階大集会室　 参加人数：計963名

目的

新入生WelcomeParty（学生委員会）新入生WelcomeParty（学生委員会）

日時：2026年5月22日（金）18：00～ 20：30
場所：大学会館3階　大集会室

1. 会での多くの交流を通じて、友達を作ってもらう。
2. 弘前大学でのこれからの生活をイメージし、大学生活に対する不安を減らしてもらう。
3. 同じ学部学科の人のことをお互いに知り、交友関係を築いてもらう。

●同じ学部学科の人と仲良くなれて良かった！！！新しい友達ができてめちゃくちゃ嬉しいです‼
●同じ学部も違う学部も同じ新入生と話したりゲームしたりできて友達が増えて嬉しかったです。
　とても緊張していたけど、こんな機会を作ってもらえて助かりました。
●同じ学科の人と話す機会が今までなかったため、この会で話せる人が増えて助かった。

参
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想

　今年の「組合員活動の時間」のテーマは「防災」です。
　近年予測できない災害が増えています。もし普段の生活中に起きてしまったら、
私たちはどこへ行き、どうやって連絡をとり、身を守ればいいのでしょう。
　「防災」について一緒に考えましょう。
※組合員活動の時間とは…
　　テーマ討論を通して総代・役員・生協職員が一緒に生協の運営に関して考え、組合員の皆
さんのためになるよりよい生協を実現するために意見を出す時間のことです。

第65回通常総代会　開催のご案内
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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　日本で唯一の大学生向け行動特性検査「SEQ」を使って、自
己分析＝自分の現在地を知ることと、OBOG講演を聞いて、
卒業後の自分をイメージすることを目的に開催しました。入学
して間もないのに卒業後の将来のこと？と思うかもしれません
が、大学入学はゴールではなくスタート地点であること、大学
の中で将来を見据えて様々なことにチャレンジしてもらいた
い、そんな気持ちを込めて開催しました。

SHAREA店長　柿本加奈子

　また、弘前大学の「弘大生向け学生生活支援プロジェクト」に協力し、4月1日～7月31日ま
でライス、カレー、生協内製弁当のご利用に一品50円分のポイントを還元しています。（4/13よ
りお米は“はれわたり”を提供しています）
　生協では、学生だけでなく、教職員組合員にも対象を拡大してポイント還元を実施しています。
ぜひこの機会に生協に加入してご利用ください。
【加入受付店舗】文京町地区：SHAREA　本町地区：FERIO・Clover

次回は5月14日（木）予定次回は5月14日（木）予定

詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。

議決事項

第4号議案　2026年度弘大生協学生委員会活動方針案

　● 活動方針案を検討しました。
　● 1）様々な立場の人と壁を乗り越え、みんなで活動する、2）大学生協
をしっかりと理解し、責任感をもって活動する、3）自分たちの活動を
組合員に伝える、4）心身ともに健康な状態で活動することを心がける、
5）組合員の現状を理解し、自大学にあった企画を作成する。

　● 第1号議案から5号議案まで、全会一致で可決承認されました。

報告事項

3．第65回通常総代会の運営
　 ● 総代会内の「組合員活動の時間」では、「防災」をテーマ
に意見交流します。過去、今、未来、と自分たちにでき
ることを一緒に考えましょう。

　 ● 総代になられた皆さん、当日は積極的な出席と発言をお
願いします。

7．弘前大学による「学生生活支援プロジェクト」への協力
　 ● 食堂やコンビニで提供している「ライス」「カレー類」「生
協オリジナル内製弁当」で50ポイント還元を行ってい
ます。

　 ● 学生は大学から、教職員は生協からポイント還元します。
生協に加入して、「大学生協アプリ」を活用しましょう。

2025年度 第8回理事会報告2025年度 第8回理事会報告4月16日
開催 Start Up Seminar（学生委員会）Start Up Seminar（学生委員会）

金木農場産米を食べよう！金木農場産米を食べよう！

SEQセミナー

　2026年2月3日～3月31日まで、文京食堂HorestとPomme、そして生協内製弁
当を金木農場産米（つがるロマン）で提供しました。
　このお米は、金木農場で大切に育てられ、市民の皆様からの温かい寄付によって学生支
援のために提供されました。
　より多くの弘大生に食べてほしい、という想いから、生協電子マネー（ミール・Pico）
で会計時に、一品あたり50ポイントの付与（実質50円引）を行いました。
　期間中の提供数は12,770食（638,500ポイント）でした。

期間：2026年2月3日（火）～3月31日（火）　 期間中の提供数：12,770食（638,500ポイント）

開催日時：3月29日（日）・4月5日（日）・4月19日（日）　9：30～12：35　 場所：大学会館3階大集会室　
参加人数：計253名

開催日時：3月29日（日）・4月5日（日）・4月18日（土）・4月19日（日）　14：00～15：30
場　　所：大学会館3階大集会室　 参加人数：計249名

目的
1. 大学について正しい情報を知ってもらい、少しでも不安を解消する。
2. 大学生活の目標を立てる手助けをする。
3. 新入生同士や先輩のつながりを作る。

　講演の時間ではメモを取りながら聞く様子が見られ、ワークの時間では
班の人と交流しながらこれからの大学生活について真剣に考えている様子
が見られました。開催にあたり参加者がワークを取り組みやすく学びのあ
るものにすることを意識し、会全体の流れを工夫することを心掛けました。
130人規模の開催である会に圧倒されましたが、参加者が真剣にワーク
に取り組んでいる姿に感動しました。今後は参加者がより学びのあるもの
になり、大学生活を始める新入生をサポートできるようなセミナーになる
ようにしてほしいと思います。

生協学生委員会　人文社会科学部3年　寺田陸徒

● 自分の行動の癖から自分の強みやより伸ばしたいところまで可視化され
て、これからの目指す将来像がより明確になりました。スコアが高いか
らいいわけではない、スコアが低いから悪いわけではない、というのも
驚きでした。これからの大学生活の中で、より自分の目指す姿に近づけ
るように行動していきたいです。

● OBOGの講演を聞いて、大学生生活のことや将来のこと、今働いてい
て大学でのこんなことが役にたったというのを実体験を元に講演してく
ださったのでイメージがもちやすかったです。

▶今回のセミナーを通して、自分がやりたいことやそのために何が必要かをあらためて考えることができました。
▶GLさんが話しやすくて、場の雰囲気も明るくてとても話しやすかった。
▶自分が疑問に思っていたことやそれ以外の興味深いことなど沢山の話が聞けて参考になった。

参加者感想

参 加 者 感 想

大学生協アプリで還元されたポイントを確認できます。
（利用履歴＞電子マネー利用履歴）
付与されたポイントは次回決済時に優先的に使用され
ます。※画像は4月以降行われているポイント還元のものです。
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す。生協の意思決定のための最高議決機関となっています。この会では過去
一年間の生協の活動報告と決算、新しい年度の活動方針と事業予算の承認の
ほか、生協の運営に責任を持つ役員の選出を行います。

　新入生がわかりやすい内容にし、正確な情報を伝えることを心がけ
ました。新入生が学生委員にわからない点を質問している姿を見て、
新入生の不安を解決できたため、会の目的は達成できたと思います。
　より新入生が安心して授業をスタートできるような会になるよう引
継ぎしていきます。

生協学生委員会　農学生命科学部3年　志田大樹

　2025年度活動報告書・事業報告及び決算関係書類等承認と2026年度活動方
針及び事業予算決定他について審議します。
　（写真は昨年の総代会の様子です）
　総代会で審議していただく議案の概略、活動報告は「総代会ダイジェスト」とし
てホームページに掲載しています。総代会前にご確認ください。

　昨年度に引き続き1000人弱の新入生に参加していただき、全日程を通して終始和や
かな雰囲気でした。どの班を見ても新入生同士やGL（グループリーダー）とも会話が弾
んでおり、お互いが会を通じて仲を深めようとする様子は運営側として大変嬉しいことで
した。
　また、アンケートから沢山の高評価をいただき、来年度も新入生に向けてこの会を行う
意義があると感じました。
　　　　　　　　　生協学生委員会　理工学部3年　鈴木陵太

編集後記
　数年ぶりに弘前公園で夜桜を楽しんできました。出店が21：00まで、ライト
アップは22：00までで到着したのは21：00少し前。「花より団子」寄りの私
はちょっと残念な気持ちもありましたが人が多くなく桜を楽しみながら歩いたり
写真を撮ったりするにはちょうどよかったです。やっぱりここの桜は見応えが
あってきれいだな、と感じました。今年は開花が早かったですね。新入生もゆっ
くり楽しめるように4月末位の開花でお願いしたいところです。（SHIMO）

＊G1200コース加入者のお支払い件数を掲載しています。

教 科 書 購 入 等 説 明 会教 科 書 購 入 等 説 明 会
開催日：４月９日（木）　 参加人数：1325名　 場所：総合教育棟　 ※時間、場所は学部・学科によって異なります。

　弘前大学生協は「福利厚生業務」「教育支援業務」「研究支援業務」「その他大学業務」について弘前大学と業務委託契約をしています。
新入生サポートセンターでの「住まい探し」「学生食堂」「教科書、教材販売」「新生活の準備」等のサポートもこれらの業務委託に含ま
れるとして弘前大学生協が行っています。

目的

1. 教科書購入について正しく理解してもらい、新入生が抱える不安を解消し、安心して充実した大学生活を送れるように手助
けする。

2. 生協や共済の活動に積極的に参加してもらうきっかけをつくるための情報を提供する。
3. 学生委員会や新入生サポートセンターに興味を持ってもらう機会にする。

開催日時：4月1日（水）・2日（木）・3日（金）・4日（土）・6日（月）・7日（火）・8日（水）　17：30～20：30　
場　　所：大学会館3階大集会室　 参加人数：計963名

目的

新入生WelcomeParty（学生委員会）新入生WelcomeParty（学生委員会）

日時：2026年5月22日（金）18：00～ 20：30
場所：大学会館3階　大集会室

1. 会での多くの交流を通じて、友達を作ってもらう。
2. 弘前大学でのこれからの生活をイメージし、大学生活に対する不安を減らしてもらう。
3. 同じ学部学科の人のことをお互いに知り、交友関係を築いてもらう。

●同じ学部学科の人と仲良くなれて良かった！！！新しい友達ができてめちゃくちゃ嬉しいです‼
●同じ学部も違う学部も同じ新入生と話したりゲームしたりできて友達が増えて嬉しかったです。
　とても緊張していたけど、こんな機会を作ってもらえて助かりました。
●同じ学科の人と話す機会が今までなかったため、この会で話せる人が増えて助かった。

参
加
者
感
想

　今年の「組合員活動の時間」のテーマは「防災」です。
　近年予測できない災害が増えています。もし普段の生活中に起きてしまったら、
私たちはどこへ行き、どうやって連絡をとり、身を守ればいいのでしょう。
　「防災」について一緒に考えましょう。
※組合員活動の時間とは…
　　テーマ討論を通して総代・役員・生協職員が一緒に生協の運営に関して考え、組合員の皆
さんのためになるよりよい生協を実現するために意見を出す時間のことです。

第65回通常総代会　開催のご案内
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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